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広告募集
　「暮らしの情報」の最下段に掲載する有料広告
を募集しています。詳しくは、市ホームページ
をご確認ください。 3645

小学生にコミュニティバス
などの無料体験乗車券を
配布します 4138

　市内の小学生に市内全路線で
使用できる「稲沢市コミュニ
ティバス・稲沢市コミュニティ
バス接続便小学生無料体験乗車
券」（６枚）を配布します。

 市内の小学生　※保護者は通
常料金（１乗車200円）が必要
有�効期間　７月19日㈯～８月

31日㈰
配�布方法　
・ 市内小学校に通う児童…各小学

校を通じて配布
・ 市外小学校に通う児童…児童

の本人確認書類（住所・氏名・
生年月日の記載があるもの）
を持参の上、総務課（ 32-
1159）へ

聞こえの心配な乳幼児の
保護者の皆さんへ

1547

　子どもが「音に反応しない」
「名前を呼んでも振り向かない」
などの不安があればすぐに相談
してください。相談は随時受け
付けます。

 子育てなどの教育相談、乳幼
児教室、進路相談

  県立一宮聾学校　
　 0586-45-6000

事業承継個別相談会
 ７月23日㈬、①午前10時～
11時②午前11時15分～午
後０時15分
 市役所商工観光課
各１組（先着）
 事業承継、M＆Aなどに関す
る相談
  ７ 月 １ 日 ㈫ か ら、 892 
を確認の上、電話（ 32-
1332）で商工

　観光課へ

　コミュニティバスの運行における利用者１人当たりの市負担
額は下表のとおりです。この負担額の基準値を1,500円とし、
利用状況を参考に運行路線の見直しを検討していきます。
　運行を継続していくために、コミュニティバスを利用してく
ださい。

総務課　 32-1159　 1291

コミュニティバスを利用してください

●令和７年４月分

路線名 利用人数 バス運行経費における
１人当たりの市負担額

祖父江・稲沢線 ふれあいの郷系統 1,415人 783円

祖父江・稲沢線 地泉院系統 1,557人 693円

下津・大里線 1,042人 1,185円

千代田・平和線 1,039人 1,113円

総合教育会議 2218
　希望者は傍聴できます。

７月11日㈮、午後１時30分
市役所政策審議室
10人（先着）
市長と教育委員会による会議
 当日、午後１時～１時20分
に会場へ
庶務課　 32-1435

農地は適正に管理を
60 

　遊休農地は、産業廃棄物の不
法投棄や病害虫、火災発生など
の原因になりやすく、生活環境
の悪化につながります。農地の
所有者は日頃から除草などを行
い、農地を適正に管理してくだ
さい。

農業委員会事務局　
　 32-1483

新築・増築家屋の調査に
ご協力を 673

　１月２日～令和８年１月１日
に新・増築された家屋は令和８
年度から固定資産税の課税対象
となります。調査員が家屋調査
に伺いますので、ご協力をお願
いします。希望日時がある方は
課税課（ 32-
1239）へ連絡
してください。

市営プールなどの開放日を変更します

　広報６月号10ページで掲載した「市営プールがオープンし
ます」の日程に変更がありましたのでお知らせします。

●治郎丸・千代田・平和町プール
 ７月19日㈯～８月31日㈰、午前９時～午後５時
●明治・稲沢西・大里東中学校プールの一般開放

 ７月21日㈷～８月31日㈰、午前９時～正午・午後１時～５時

スポーツ課　 34-6318　 3902

夏の交通安全市民運動・
夏の安全なまちづくり市民運動

　７月11日～20日に「夏の交通安全市民運動」を行います。
この時期は、暑さや疲れから注意力が散漫になり、交通事故
の危険性が高まります。
　次の３つの重点に注意し、一人一人が交通ルールの順守と
正しい交通マナーを実践することで、交通事故の防止を図り
ましょう。

　８月１日～ 10日に「夏の安全なまちづくり市民運動」を行
います。
　夏を迎え、開放的になりますが、周囲には危険が潜んでい
ます。犯罪被害に遭わないためには、一人一人が日頃から高
い防犯意識を持ち、身近な対策を実践していくことが大切で
す。戸締まりや鍵のツーロックなどを習慣にしましょう。

①��歩行者の交通事故防止と交通ルールの順守
②�運転者の安全運転意識の向上および飲酒運転などの根絶
③��自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用

総務課　 32-1159　 1308

土のうステーションを
設置しています 1094 

　市内21カ所に土のうステー
ション（緊急用簡易土のう置き
場）を設置しており、水害発生
の恐れがある場合などに自由に
土のうを持ち出して利用できま
す。利用可能時期は、出水期（６
月～ 10月頃）のみとなります。

防災安全課　 32-1275
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